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特集　"3BOX-House in YUZAWA" メディア掲載
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■Profile  プロフィール

■Concept  コンセプト

■Service  業務案内

■Works  設計事例

■Conference  無料相談

編集後記

今月のマテリアル

今月の加藤一成
8月11日、太平山の山中にて。
山小屋の完了検査のため登山。余裕の
ポーズですが、かなりヘバッています。

みなさん、こんにちは。

暑いのか、涼しいのか、よくわからない夏ですね。そんな事とは関係なくいつも通り月日は流れ、今年もお盆を迎えました。

皆さんはもうお盆休みですか？どのようなお休みを過ごされますか？

8月 8日、3Box-House の引渡し、8 月 10 日、K-Sports の引渡し（一部未完ですが）、そして昨日 8月 11 日は太平山山頂の山小

屋の完了検査のため登山でした。気温が高く、前日の雨で山中は高湿度。登り慣れてる山ですが、いつも以上にバテバテでした。

前回デビューを果たせなかった高機能パンツ。今回はその性能を遺憾無く発揮し、大量に汗をかきましたがサラサラ快適でした。（笑）

話が飛躍し過ぎですが、 「山では下着も命に関わる」って本当かもしれませんね。そして山頂で休んでると、 一人ひょっこり登って来た

のが、寺田典城前知事。あちこちの山に一人で登られるとは聞いていましたが、山でお会いしたのは初めてでした。

お盆休みが終われば、季節は秋に向かい、あっと言う間に冬になりそうです。一段落した仕事もあれば、お盆明けから本格的に始まる

仕事もあります。また新たな出会いも期待しつつ、少しお休みをいただきたいと思います。それでは次回もどうぞお楽しみに。
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アルミフランジパネル　加藤秀金属(株)

店舗の壁面ディスプレイに無くてはなら

ないパネルです。

あまり重量のある商品には向きません

が、 比較的ローコストでリブによるデザイ

ンもシャープで様々なフックとの組合せ

により自由なレイアウトが可能です。

K-Sports では、メイン商品であるシュー

ズのディスプレイに使用し、 さらに棚柱と

組み合わせることで、多様なレイアウトに

も対応可能です。

リビング・ダイニング。左手奥に母室。

リビング吹き抜け。

カウンター越しにキッチンを見る。奥に食品庫。 キッチンからリビングを見る。

リビングから南側開口部を見る。 2階ホールからリビングを見下ろす。

母室からリビング・ダイニングを見返す。

今回のニュースレターでは、先週末竣工した
ばかりの『3BOX-House』を、ホームページ掲
載に先がけてご紹介させていただきます。

敷地は、湯沢市郊外、旧雄勝町に位置します。
ご高齢のお母様と娘さん、それと愛犬のため
の小住宅です。

住宅を建築するにあたり、お一人であれこれ
思い悩み、最初のメールをいただくまで、かな
り勇気が必要だったそうですが、思い切ってご
相談いただきました。

2年程前に一度、地元工務店にて住宅建設に
着手されたそうですが、事情により工事は中
断。工事が地盤改良まで終了した状態で、設
計監理のご依頼をいただきました。

住宅会社の内覧会等もご覧になられたようで
すが、同程度のコストでは、なかなか満足でき
る住宅にめぐり合うことはできなかったそうで
す。

当社にご依頼をいただくにあたり、お客様か
らは、自然素材を多用し冬暖かいこと・風や
光が感じられ、「癒し」があること・などのご要
望をいただきました。

お客様のご要望を出来るだけ多く取り入れ、
なおかつすでに施工済みの改良範囲に合わ
せながら設計を進めました。

面積的には決して大きな住宅ではありません
が、それぞれの家族の居場所の確保と、フレキ
シブルな空間の使い方が可能なプランとして
います。小さいながらも吹き抜けもあり、実際
の面積以上の開放感が得られるように空間を
組み立てました。

多くの自然に囲まれ、厳しい冬に対して守りを
固めつつも、心豊かな暮らしが送れる住宅で
あって欲しいと思います。

Data
敷地面積　　309.70 ㎡（93.50 坪）
建築面積　　  71.22 ㎡（21.50 坪）
延床面積　　 96.06 ㎡ (29.00 坪 )

展覧会

前川國男、吉阪隆正らと共に、日本の現代建
築の発展に大きく貢献した建築家・坂倉準
三の住宅・家具・デザイン展です。
会場には、多くの図面・模型・家具が展示
され、日本の伝統美を取り入れながら機能と
巧みに結合させていく独自のモダニズムの
デザイン手法を身近に感じ取ることができ
ます。お時間が許せば、国立西洋美術館のコ
ルビュジェ展も一緒に見るとよいでしょう。
東京新橋、パナソニック電工・汐留ミュージ
アムで、9月27日（日）まで。

日本で唯一！『CM 分離
発注方式』の家づくり雑
誌・イエヒトに、分離発
注による昭和モダニズ
ムの家・Ks-HOUSE の
螺旋階段が再掲載され
ました。

暮らしを彩るディテール：暮らしを彩り、豊
かな空間を楽しむのもディテール次第。既
製品では補えない「プラスα」をあなたの家
づくりに取り入れてみてはいかがでしょう。

『ガラスブロックのある吹き抜けの中の螺旋
階段』と紹介いただきました。

スタッフの日常・非日常  vol.15
　こんにちは。スタッフの渡部です。

　8 月吉日、晴れ。突然ですが、私、 “椅子ひっくり返し症

候群”なんです。このＮＬを購読されている方は、 いわゆる

デザイン家具が好きな方も多いと思いますが、自分も結構

好きで、あまり詳しくはないですが、特に椅子が好きです。

　どこかの施設や店とかに、 有名な椅子があったりすると、

何故かついひっくり返して、ウラを見たくなってしまいます。

　で、 メーカーの刻印とか脚の付き具合とか見て、 何故か

「なるほど」なんて思ったりして、満足してまた座ります。

　これ、 「わかるぞ」という方、 いませんかね？　ココナッツ

チェアのときは大きくて大変でしたが、やりがいありました。自宅の柳宗理のウラ

事務所のベリーニのウラ
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